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ミズノ株式会社
第114期（2027年3月期）

2026年8月7日

第1四半期 決算説明資料

・この説明資料には、2026年8月7日現在での将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれています。

・世界経済・競合状況・為替の変動等に関わるリスクや不確定要因により実際の業績が記載の予測と大幅に異なる可能性があります。
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売上高

715億円

営業利益

84億円

経常利益

87億円

当期純利益

60億円売上高

利益

利益率

前期比 +12.6％ 前期比 +33.1％ 前期比 +28.2% 前期比 +23.5％

前期比 +1.8ポイント 前期比 +1.5ポイント 前期比 +0.7ポイント

営業利益率

11.7％

経常利益率

12.1％

当期純利益率

8.4％

過去最高

売上総利益率

43.6％
前期比 +1.4ポイント

✓ 売上が過去最高
✓ 営業利益、経常利益、当期純利益、いずれも過去最高
✓ ゴルフ、ランニング、スポーツスタイルシューズ、ワークビジネスが成長
✓ DTC強化の効果等により売上総利益率が前年同期より改善

過去最高 過去最高 過去最高

過去最高

連結決算概要｜業績ハイライト

過去最高
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FY25.1Q 増収効果 粗利率改善 販売管理費増 為替影響 FY26.1Q
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粗利率：改善

販管費：投資強化

• 原価低減の取組、販売価格適正化
• カスタムゴルフクラブ、DTC比率の高いス

ポーツスタイルシューズなど高粗利商品カテ
ゴリーの売上拡大

• 米国関税による利益の下押しあり

• 成長分野へのプロモーション費用投下
• 販管費全体は適切にコントロール

• ゴルフが大きく成長。
• 成長分野と位置付けるランニング、フット
ボール、スポーツスタイルシューズ、さらに
ワークも販売好調

• 各リージョンいずれも売上過去最高

売上：増収(億円)

連結決算概要｜営業利益サマリ

✓ 成長分野へのプロモーション費用投下を通じて売上成長を実現 増益を達成
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（億円） FY25.1Q FY26.1Q 増減額 増減率 業績予想 業績予想比

売上高 635 715 +80 12.6% 2,800 25.5%

売上総利益 268 311 +43 16.3%

売上総利益率 42.2％ 43.6％ +1.4Pt

  人件費 80 85 +5 5.8%

広告宣伝費 39 47 +8 19.8%

販管費 205 228 +23 11.1%

販管費率 32.3％ 31.9％ △0.4Pt

営業利益 63 84 +21 33.1% 255 32.8%

営業利益率 9.9％ 11.7％ +1.8Pt 9.1％

経常利益 68 87 +19 28.2% 265 32.7%

経常利益率 10.6％ 12.1％ +1.5Pt 9.5％

当期純利益 49 60 +11 23.5% 190 31.7%

当期純利益率 7.7％ 8.4％ +0.7Pt 6.8％

為替レート USD 152.94円 156.44円

GBP 193.10円 211.06円

EUR​ 160.71円 183.71円

連結決算概要｜連結損益計算書

✓ 売上拡大、粗利率改善を原資に、プロモーション費用を投下 営業利益率は前年同期を上回る



5 / 14連結決算概要｜連結貸借対照表

（億円） FY25.1Q FY25.4Q FY26.1Q
対FY25.1Q
増減額

対FY25.1Q
増減率

対FY25.4Q
増減額

対FY25.4Q
増減率

資産合計 2,149 2,515 2,503 +354 16.5％ △12 △0.5％

現金及び預金 360 460 490 +130 36.2％ +30 6.5％

受取手形及び売掛金 479 567 548 +69 14.3％ △19 △3.4％

在庫 530 619 576 +46 8.7％ △43 △6.9％

有形・無形固定資産 461 459 457 △4 △0.9％ △2 △0.6％

投資有価証券 99 143 153 +54 55.1％ +10 7.3％

繰延税金資産 15 15 15 △0 △1.4％ +0 △4.0％

負債合計 578 772 711 +133 23.0％ △61 △7.9％

短期有利子負債 45 32 30 △15 △32.3％ △2 △5.6％

長期有利子負債 85 97 97 +12 13.8％ +0 △0.8％

純資産合計 1,571 1,743 1,792 +221 14.1％ +49 2.8％

✓ 前期に転換社債による資金調達実施 直営店投資は適切な条件の物件を選定中
✓ 在庫等の資産効率化は経営課題の一つとして継続的に取組を推進
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（億円） FY25.1Q FY26.1Q 増減額
増減率
(%)

野球/ソフト 114 118 4 3.3

ゴルフ 103 125 22 22.0

ランニング 67 81 14 20.9

フットボール 54 63 8 15.0

インドア *1 47 46 △1 △0.5

ワーク 47 57 10 20.4

スポーツ施設 59 67 7 12.3
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野球 ゴルフ ランニング フットボール インドア ワーク スポーツ施設

FY25.1Q FY26.1Q

*1 インドアカテゴリーには、バレーボール、バドミントン、卓球、バスケットボール等を含む

(億円)

連結決算概要｜主要なカテゴリー別売上

✓ ゴルフ、ランニング、フットボール等が好調に推移し売上拡大を牽引
✓ 日本においてはワークが成長

売上
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スポーツスタイルシューズ 売上フットボールシューズ（サッカー）売上

連結決算概要｜フットボールシューズ、スポーツスタイルシューズ売上

✓ 成長カテゴリーであるフットボールシューズとスポーツスタイルシューズが順調に成長
✓ フットボールシューズはグローバル全体で成長
✓ スポーツスタイルシューズは日本、欧州、アジア・オセアニアを中心に成長
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（億円）

FY25.
1Q

FY26.
1Q

増減額
増減率
(%)

日本 347 374 +27 7.6

米州 119 137 +18 15.8

欧州 80 99 +19 24.0

ｱｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ 89 105 +16 17.3

計 635 715 +80 12.6

(億円)

連結決算概要｜リージョン別業績サマリ

売上

✓ 全てのリージョンで過去最高売上
✓ 海外売上比率 26年度 47.7％ 1Qとして過去最高 （25年度 45.3％）

✓ 日本、米州、欧州は営業利益も過去最高
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スポーツ施設
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スポーツスタイル

ランニング

ゴルフ

インドア

フットボール

野球/ソフト

FY25.1Q FY26.1Q

カテゴリー別売上売上/営業利益

(億円)

リージョン別業績｜日本

✓ 売上、営業利益が過去最高
✓ フットボール、ゴルフ、およびスポーツ品開発の知見を応用したスポーツスタイルシューズ、ワークが成長
✓ スポーツ施設は1Qに完成した工事案件が前年同期比増加 運営事業は収益性改善に注力
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インドア

ランニング

野球/ソフト

ゴルフ

FY25.1Q FY26.1Q(億円)

売上/営業利益 カテゴリー別売上

(億円)

リージョン別業績｜米州

✓ 売上、営業利益が過去最高
✓ ゴルフは鍛造アイアンを中心とした商品力、カスタムフィッティング等サービスの評価も高く、引き続き成長
✓ 野球/ソフトボール、ランニングも成長 インドアは競争激化で減収
✓ 米国関税（約6億円程度）が利益を下押し
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リージョン別業績｜欧州

✓ 売上、営業利益が過去最高
✓ ランニング、ゴルフ、スポーツスタイルシューズを中心に成長
✓ 為替の影響は売上ベースで約10億円の増収効果
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リージョン別業績｜アジア・オセアニア

✓ 売上が過去最高
✓ 成長カテゴリーと位置付けるランニング、フットボール、インドア、スポーツスタイルシューズが成長
✓ 当期よりベトナムの販売子会社を連結開始
✓ 利益率の高いゴルフは、韓国ゴルフ市場の停滞により売上、利益が低下
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（億円）
FY25.

1Q
FY26.

1Q
増減額

増減率
(%)

Footwear 219 250 31 14.1

Apparel 175 193 18 10.2

Equipment 160 183 23 14.8

Service/Others 81 88 7 9.1

計 635 715 80 12.6
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FY25.1Q FY26.1Q

(億円)

プロダクト別売上

売上

✓ Footwear：ランニング、スポーツスタイルの売上が拡大
✓ Apparel：ワークアパレルの売上が伸長 野球、ランニング、フットボールなど種目別アパレルも成長
✓ Equipment：ゴルフが日本、米州、欧州で成長
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米ドルに対する他通貨の動きと影響

売上高
円安：円換算により増加
円高：（同）減少

売上原価
円安・現地通貨安：主に米ドル建の輸入仕入のため増加
円高・現地通貨高：（同）減少

販管費
円安：円換算により増加
円高：（同）減少

（億円） FY25.1Q 現地通貨ベース
為替変動
影響

FY26.1Q

日本 347 +27 ー 374

米州 119 +14(+12.6％) +4 137

欧州 80 +9(+11.1％) +10 99

アジア･オセアニア 89 +11(+12.4％) +5 105

計 635 +61 +19 715

為替の影響

為替相場の変動が業績に与える影響

セグメント別売上高への影響

✓ 売上の約6割を占める日本で年間約2億米ドルの仕入があるため、為替変動による影響あり
✓ 但し、為替予約によるヘッジと海外事業の円換算効果により、影響は抑制される
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